
「川崎市自転車ネットワーク計画」について（概要版）

１ 計画の概要

安全で快適な「自転車通行環境」の面的な整備に向け、自転車ネットワークを構築することを目的としています。

■目的

■位置づけと関連計画

２ 自転車利用環境の現況と課題

・平成27年2月に策定した「川崎市自転車通行環境整備実施計画」に基づき、自転車事故の多発箇所など29か所

において、安全性の向上に向けた緊急的な整備（点の整備）に取り組み、一定の成果（効果）を挙げてきました。

・一方で、市内の自転車関連事故は、ゆるやかな減少傾向にありましたが、平成29年には増加に転じるなど自転車

通行環境の更なる整備拡大が求められています。

・また、平成28年3月に国が立ち上げた「安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」におい

て、早期に自転車ネットワーク計画の策定が必要な市区町村として本市がリストアップをされました。

■現況

平成27年度整備箇所（12箇所、2.75km）における
自転車関連事故の推移

・これまでの緊急的な整備に加え、国の「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」に基づく、面的な通行環

境の整備が求められています。

・安全性の向上と自転車関連事故のさらなる抑制に向け、自転車通行環境の整備を拡大して通行位置を明確化す

ることが必要です。

・鉄道駅周辺エリアについては、特に自転車や歩行者が集まることから、優先的に整備を進めていく必要があります。

・引き続き、自転車事故の多発箇所などにおいては、緊急対策を進めて行く必要があります。

■課題

約55％低減

平成27（2015）年2月に「川崎市の自転車通行環境整備に関

する考え方」および「実施計画」を策定し、自転車事故の多発

箇所などにおいて、自転車の通行環境の整備を進めてきまし

たが、今年度末で概ね完成することから、安全対策を切れ目な

く実施するため、 上記の「考え方」と平成30（2018）年3月に策

定した「川崎市自転車利用基本方針」を踏まえ、国の「安全で

快適な自転車利用環境創出ガイドライン」に基づき、本計画を

策定するものです。

年間平均
事故件数(件)

13.4

6.0

３ 計画の基本方針と目標

■基本方針

安全で快適な自転車ネットワークの構築

自転車ネットワークを構築する対象区域は、川崎市内全域を対象としますが、効率的、効果的な自転車通行環

境整備のため、安全性の向上が必要な区域や、自転車利用を促進する区域を優先して整備する区域として選

定します。

※計画期間内において国等の自転車政策の方針や社会状況等の変化に応じて、適宜見直しを図ります。

■計画対象区域と計画期間

【本計画】

優先して整備する区域を

設定し、自転車ネットワーク

計画を策定

計画期間 ： 概ね１０年間

■計画目標

自転車通行環境整備延長
（平成３０（２０１８）年度末（予定含む）：２０ｋｍ ⇒ 平成４１（２０２９）年度末:２１３ｋｍ）

４ 自転車ネットワーク路線の選定

自転車ネットワークのイメージ図

地域自転車ネットワークの対象区域

【本計画後】

対象区域を拡大し、市

内全域において自転

車ネットワークを形成

■自転車ネットワークの考え方 ■地域自転車ネットワークの範囲

・隣接駅との駅間境界（自転車駅勢圏）は、
各駅とも概ね1km
・また、1km未満では、歩行者と自転車利用
者が多いため、通行空間の分離が必要

⇒自転車利用者と歩行者の安全で快適な
通行空間を確保するため、駅を中心とした
半径1kmの範囲を地域自転車ネットワーク
として設定します。
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駅間のアクセス及び駅から離れて
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整備前
H20～24平均

整備後
H28～29平均

郊外住宅地

学校
駅

学校
駅

商業地

市街地

観光地

郊外住宅地
学校

駅

学校
駅

商業地

市街地

観光地

優先的策定
区域



「川崎市自転車ネットワーク計画」について（概要版）

４ 自転車ネットワーク路線の選定（続き）

広域ネットワークとしての機能を最大限に活かす
ため、隣接都市のネットワーク計画との整合を検
討します。

策定済み 策定中

観光自転車ネットワーク

地域自転車ネットワーク（自転車安全走行ルート）

・隣接都市の自転車ネットワーク計画策定状況

■路線選定

【連続性を確保する区間】
①～⑤で連続性が確保されていない路線については、
下記の視点を考慮して路線を追加します。
・自転車事故発生地点
・駅への最短経路

※自転車に係る交通規制が実施されている区間は
除きます。

※その他、バス等の運行が多い区間については、
自転車と大型車の交通に配慮します。■地域自転車ネットワーク路線

③自転車通行環境整備済み区間

①地域自転車ネットワーク

②自転車利用者が多い区間
（５００台以上/１２時間）

（地域自転車ネットワーク外）

他都市と連携する区間
連続性を確保する区間

広域自転車ネットワーク

■広域自転車ネットワーク路線

広域拠点の駅、地域生活拠点の駅、自転車利用が多い身近な駅の周辺や国際戦略拠点において自転車ネット

ワークを構築します。

市内全域に展開するため、地域自転車ネットワーク間を結ぶ都市計画道路において自転車ネットワークを構築します。

多摩川サイクリングコースを基軸とし、生田緑地や等々力緑地などの観光資源を快適に回遊できる自転車ネット

ワークを構築します。

５ 整備形態の選定および事業推進

（２）整備形態

路面に注意喚起（タイル、シール）

県道川崎府中 市道富士見鶴見駅線

主要地方道東京丸子横浜 市道鹿島田１号線

市道向ヶ丘遊園駅菅生線 市道古市場矢上線

通行位置の明示
（ピクトグラムの設置）

＋

（１）基本的な考え方

自転車は「車両」であるとの大原則を踏まえ、「自動車の速度」や「交通量」、「道路幅員」等の条件から、車道

通行を前提とした整備形態を検討します。

（３）整備形態要検討路線（バス路線）

車道混在に選定された路線のうち、自転車通行環境を整備することでバスの運行に支障をきたす可能性があ

る路線については、整備形態要検討路線とします。

・「地域自転車ネットワーク」は、整備効果を高めるため、

下記指標を用いて優先順位を設定して整備を進めます。

・この他に、川崎市自転車通行環境実施計画に基づき、

市内の事故多発箇所を優先して整備を行います。

■整備の進め方

・自転車関連事故 ・自転車利用者数
・乗降客数 ・シェアサイクル実証実験

■スケジュール

平成３１年度から概ね３か年ごとに整備箇所等を定

めた実施計画を策定します。また、計画期間内にお

いても、国等の自転車政策の方針や社会状況等の

変化に応じて適宜見直しを行います。

電柱類へのサインの設置

■整備形態の選定

（５件以上/５年間）

①自転車利用者が多い区間

③自転車事故発生地点

④小学校通学路

②駐輪場・商業施設・区役所(支所)等

⑤自転車通行環境整備済み区間
連続性を確保する区間

国の「ガイドライン」の路線選定項目を参考に図を作成、重ね合わせ路線選定を行います。

アンケート調査の実施
調査対象：１５駅における駐輪場利用者
調査方法：アンケート調査票配布(郵送回収)
調査日 ：H30.2.9~H30.2.16 （３駅）

H30.4.23~H30.4.26 （１２駅）
配布人数：6,902人
回収数 ：1,731枚（回収率25.1％）
調査内容：自転車の利用経路や走行上の危

険箇所などの把握
選定方法：当該駅への自転車利用者の5％

以上が利用する路線を選定


